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MitsumiAndo*
ThenewprqjecttodevelopexquisitereplicationofceramicswascollaboratedbetweenOtsukaOhmiCeramicsC0.,LTD,
IncoEporatedCompanySawatetsuandResearchCenterofltalianMuralPaintings,KanazawaUniversity.Regardingsurface
shape,theaccuracyisaboutO.03nmnlnpointofcolor,filrtherimprovementisnecessary.However,webelievethatitisabig
steptowardacmalizeceramicarchive.
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1．3者による共同研究開発
2012年1月に開催した大塚国際美術館でのシンポジウムと
パネルディスカッションから、壁画遺産を守るためのセラミ
ック･アーカイブの構想が生まれた。当時は､パネルディスカ
ッションに参加した大塚オーミ陶業株式会社と金沢大学フレ
スコ壁画研究センターでの研究開発を考えていたが､3Dデジ
タルデータを最大限に利用したセラミック･アーカイブを実
現するため、新たに株式会社サワテツが加わった。
複製陶板の作成については、これまでの実績と経験からほ
とんどの行程を大塚オーミ陶業が行った。しかし、大塚オー
ミ陶業は、これまで職人の手によって凹凸部の再現加工をし
ており、3次元データを利用していない。そこで3者の役割
を次のように分担した。まず、壁画の質感を考慮した陶板の
素材（粒子の大きさや構造など）の検討を大塚オーミ陶業と
サワテツで行う。そして、3Dデータを利用した凹凸の加工を
サワテツ、色の再現を大塚オーミが担当する。フレスコ壁画
研究センターは、調査データの提供と再現された凹凸、色を
分析し､客観的な精度の算出と精度向上のための提案を行う。
3年以上にわたるこのプロジェクトの実施にあたっては、
何度も研究会を重ね､2015年3月に開催した金沢大学のシン
ポジウムでは現段階で世界一といえるほどの精巧な複製陶板
を作成することができた。
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Fig.1研究開発会議の様子(2013年）
Fig.2研究開発会議の様子(2014年）

